






　やがて日本が豊かになる中、“便利”の名のもとに、生活を支える燃料
の主役は「木」から「石炭・石油」へと移り変わり、阿賀野川の筏文化も姿
を消していった。
　化石燃料に過度に依存した生活は、めぐりめぐって「地球温暖化」とい
う形で私たちの身に振りかかる一方、かつて評判だった「阿賀の宝もん」
は、森林管理に必要な間伐のため切り倒され、広大な山林の中に放置さ
れている。
　「地域の特性」を大切に生かさないと暮らせなかった昔。
　豊かな生活の裏で、世界中の資源を使い続け、地球環境問題が深刻化した
現代。
　これからのFM事業では、地域も地球環境もどちらも持続可能なように、
忘れられた「地域の特性」を再び生かせる道はないのか、探っていきます。


